
創薬・医療技術に活用可能な最先端の計測・分析装置等を企業や大学等に対して広く共用するとともに、共同利用の促進に取り組む。

 

ま

 
た、広く研究者が最先端の創薬・医療技術支援基盤を共用する取り組みが継続的かつ計画的に実施し、研究者等の利便性及び研究の効率性

 
の観点から、これらの基盤が一体として活用できる体制を整備し、共用のために必要な運営経費等を支援。また、実験系と理論系の融合領

 
域研究を推進するための拠点を整備して、新たな研究手法である生命動態システム科学を推進し、今までにない創薬手法等を実現する。

生体分子の

 
機能を制御

 
する

公的化合物ライブラリー

SPring-8

・新成長戦略（工程表）で掲げられている創薬・医療技術支援基盤を確立するため、新創薬・医療技術の優れた研究成果を企業との共同研
究や橋渡し研究等を通して、我が国の経済成長を支える最適かつ強力な連携を進める体制を整備し、創薬・医療技術研究を推進。

・実験系と理論系の融合領域研究を推進し、新たな創薬手法等を実現。

事業目的

事業概要

橋渡し研究加速ネットワークプログラム
大学等の研究機関を対象に、当該シーズの

 
開発戦略策定や、薬事法を目指した試験物

 
等の橋渡しを実施する上で必要となる支援

 
を行う機関を拠点として整備（７拠点）

生体分子の機能

 
を解析する

厚労省・経産省のプロジェクトにおいてもこれらの基盤の共用を促進し、利用をサポート

創薬等研究（基礎） 創薬等研究（臨床）

他のプロジェ
クトとの連携

【新成長戦略（平成２２年６月１８日閣議決定）】
○成長戦略実行計画（工程表）

Ⅴ科学・技術・情報通信立国戦略

 

３基礎研究の強化とイノベーション創

 

出の加速

・新技術開発や新分野開拓を創出する基盤の整備

（･･･中略･･･創薬・医療技術支援基盤･･･中略･･･）

政 策
【日本の展望（平成２２年日本学術会議）】

・大型機器はいくつかの拠点で整備し、共同利用できる体制が必要である。すなわち、その

 
使用にあたっては全国の研究者が誰でも使えるようにすべきである。ただし、現実にで

 
きたものは共用しにくい傾向があり、運用体制が重要となる。

・基礎・臨床医学の連携の中心は新しい診断・治療法の開発を追求するトランスレーショナ

 
ルリサーチにあり、その重点的な展開を図る必要がある。医学・薬学・工学の学際的な

 
交流の促進は殊に重要である。

コミュニティーの意見

創薬研究

※「化合物ライブラリーを活用した創薬等最先端研究・教育基盤の整備」に

 

係る基本的な考え方について

 

（平成22年11月検討会とりまとめ）参照

数年ごとに見直し、事業の

 
継続を判断

アカデミア発の画期的な創薬
プロセスを実現

スクリーニング設備

（例）

Photon Factory

XFEL

生命動態システム科学推進拠点

・融合領域研究を推進し、新

 
たな創薬手法等を実現

・先端計測・計算機器、
生物材料等を整備

・研究リソースを共同利用
・成果を共有

創薬等ライフサイエンス研究支援基盤事業

※化合物ライブラリと最先

 
端研究基盤事業で整備し

 
たスクリーニング拠点とを

 
連携し、創薬基盤として一

 
体的に推進

平成２４年度予算額

 

：

 

3,290百万円
（平成２３年度予算額

 

：

 

3,512百万円）

資料２－５
科学技術・学術審議会

 

先端研究基盤部会
研究開発プラットフォーム委員会（第5回）

平成24年4月10日

http://www.next-21.co.jp/ri/screening.html
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